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とは限らない。この原因について，キャッシュフロー計算書は現金と当座預金
との引取のようなキャッシュ間取引を集計しないが貸借対照表ではキャッ
シュ勘定の変化として集計する必要があるからである。よって，もしキャッ
シュ間取り|がなければ，貸借対照表のキャッシュ勘定の借方，貸方合計と
キャッシュフロー計算書の収支フローの合計とは一致することになる。
a・債権債務
資産の本質は将来の収入であり．負債の本質は将来の支出である。資産に表
示されている売掛債権，貸付金等は将来収入となる。それらが取り立て不能と
なれば貸し倒れ損失として債権を減額する。この評価を通じて資産評価の信頼
性を勝ち得る。ＦＡＳＢの「会計情報を有用にさせる特性」では信軌性の構造に
は検証可能性，表現の忠実性，中立性を置いている。貸倒れの発堆について，
２人以上で確認し，ありのままに仕訳を通じて財務諸表に示し貸倒れの影響
を表示しないで利益を過大のままにしておこうとしてはいけないのである。債
権は債務者に対する金銭の請求権であり，これが将来の収入を意味することに
立てする疑念はない。そして，債務は会計的には将来の支肥である。債権と債
務は将来決済されると，キャッシュフロー計算書に表示されて，貸借対照表か
ら消去されるものである。
b・損益取引
原価は価他減少の金額評価であるが，図表４で示しているように，収益は収
入と，贄１１１は支出と関係している。サービスを顧客に提供して現金を獲得した
とすると，借方には現金の増加で，貸方は収益の発生を認識して，貸方は受取
手数料と分類表示する。顧客先へ出向くときに，電､１１賃を支払えば，貸方には
現金の減少記入である。このとき借方は何かを認識すると交通費の発生とす
る。損益と収支の関係は，まず収支ありきである。そして，損益計算での純利
益は貸借対照表の収入を増やし，資本金の増加を認識する。
費用と収益の見越と繰延はキャッシュフローの期間限定と捉える。保険料の
前払分は決算時において資産の部の前払保険料に振り替えられる。前払保険料
は，もし保険契約を解約したならば，現金で戻る性質がある。負債の部の前受
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家賃は期間が経過しないで建物の賃貸契約が解約されてしまえば，その前受金
を返還する。複数の会計期間に及ぶ費用と収益は将来収入の資産と将来支出の
負債なくして算定できないのである。
近年，負債の退職給付引当金を１００％計_|こするという議論が持ち上がった。
従業員を雇用していれば，退職時の給付金を支払う義務が加算されるので．退
職給付引当金１００％が将来支柵の正しい表示となる。
費用と収益は財務会計では必ず収支を伴うが時間的，期間的なズレがある。
現金で売｣二げると損益計算書にもキャッシュフロー計算書にも計上される。商
品を販売し売掛債権が確定した実現主義の売掛金は将来収入があり資産』性があ
る。しかし，会計システムの処理によるキャッシュフロー計算書では販売時点
では計上されないで，売掛金がキャッシュで回収された時に，キュッシュフ
ロー計算書に計上される。本稿の取引事例では，損益は黒字であるが，総
キャッシュは減少している。特に設備投資では収支と損益の乖離が大であり，
会計フローとしてのキャッシュフロー計算書と損益計算書の情報が意思決定者
に必要である。
c・固定資産評価
キャッシュの変移には用役財と投資がある。用役財としての機械の購入は，
シュマーレンバッハにあっては「支出にして，未費用」であった。バッターに
あっては資金の潜在用役`性による資金の機械への変容であった。キャッシュの
変容した機械は用役として製品・サービスヘと結合し，さらに外部へ給付され
て，売上の対価としてキャッシュが還流する。ワルプは機械を「戻し収入」と
解釈していたがむしろ，機械の評価額は財・サービスに結合して，将来の収
益の対価として戻る収入である。機械への支払った額より戻った収入が多けれ
ば会計利益と認識できる。もちろん，機械Ｆ１体の貢献額を測定するのは困難で
あるが総体的には利益金額で評価する。この利益は純資産の増加要因である。
この資産の評価額は将来収入の可能性を意味している。収支的貸借対照表は会
計利益可処分'性というの要件を備えている。
機械の評価について，購入時は機械の支払額である。シュマーレンバッハが
－１３６－
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｢支出未費用」としていたが，機械の購入時は機械への支(}}額で評仙iする。機
械購入時の取得原価は時価と未分化で，万人がその正しさを承認できるもので
ある。しかし，その機械の最終的な評価額はゼロとなる。評価ゼロに至るまで
の評価は多義である。機械は利益動態論から減価償却費が計算されてきた。減
価償却費計算は減価の推定計算である。正常な状態であればこの方法は是認で
きる。
用役財の収支的評価は市場価値による売却可能額と財・サービスへの価値創
造能力の低下の評価の「減損」がある。賃貸の建物の評価は通常は減価償却で
あるが，地震による亀裂，利用電車の廃線などで賃貸料収入が低減すれば，不
動産相場の評価額も下がり，資産の建物を減損する。この資産価値の変化を仕
訳で示すと，次のとおりである。
建物減損×××建物×××
機械にも減損があるが，「増価」もある。ある機械に付属設備を付けたり，
利用方法を考案して，生産能力を飛躍的に向上したとしよう。この利用してい
る機械への付属設備の追加は「支Ⅱ{米費用」である購入価額である。支出以上
の用役性の向上は実用新案または製法特許により無形資産とすることである。
これらの無形資産は他社が有償で利用を進んで許可するもので，将来収入を伴
うものである。キャニングは「用役はそれ自身貨幣収入概念でなければならな
い｣'6)としている。特許権そのものには用役'性を認めることができるが収入
がなければ資産性はないのである。その例示として，彼は果実の[lii1jlili改良をあ
げている。新品種のおいしいリンゴを売ってしまうと，その種を蒔いて木を育
て，その木を在来の木に接ぎ木されて，品種改良に対する収入が見込めないか
らである。資産には繰延資産があるとされているが，繰延資産の多くは費消し
てしまっていて，それ自体に対する収入性は認められないものである。
キャッシュの余剰は通常投資へ振り向けられる。キャッシュをキャッシュの
ままで保持しても，収益を生まない。投資は投資額以上の資金の還流を期待し
ている。しかしリスクが伴って投資額以下の資金の還流で，損失が生じてし
まう場合もある。近年，売買Ⅱ的の有価証券の評価に決算時点の時llliを適応す
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るという基準ができた。有価証券の取得価額より決算時の時{illiが高ければ，有
価証券を値上がり分だけ高く評価しまた評価益を計上する。その後の株主総
会での報告でも，その評価額を維持できているだろうか。実際にはさらなる値
上がりもあるかもしれないが，値下がりもあり得る。収支的貸借対照表の観点
では時価以下主義の評Ｉｌｌｉが最も良く適合する。
発生j二義会TTIの進腱は包括利益という言葉を生みl})した。シュマーレンバッ
ハの損益計算の構造は期間損益計算と超期間計算からなっている。その超期間
計算が包括損益に桃Liする。’１本の損益計算の構造は営業利益に加えて営業外
損益と特別損益がある。先の「建物減損」は実現費１１１であり特別損失で区分表
示する。先の発堆主義による「有価証券評価益」は包括利益計算書で表示する
ことが望まれている。現金主義と債権債務の確定した実現主義により，キャッ
シュフロー計算書，扱益計算ご書と貸借対照表を作成する。この収支的貸借対照
表で示す利益と，発上上主義により示される包括損益計算書の利益とは可処分`性
の観点から同一視できないのである。
Ⅳ結語
学問の進歩発展には「古典と革新」の要素がある。キャッシュ理論は古典理
論としては主にコジオールの収支的理論に立脚しているものである。この手続
を事（キャッシュ）の上のキャッシュフロー取引をコンピュータで処理して
キャッシュフロー計算=書は作成されるものである。そして，総ての企業でこの
キャッシュフロー計算11$と批益計算書と（収支的）貸併対!l(〈表とを作成し，開
示すべきである。キャッシュフロー計算書は簿記構造の仕訳をデータ入力とし
て分類集計するものがlli統な作成方法である。
会計は損益と収支の二元論である。損益動態論のシュマーレンバッハは組織
の継続するためのリスク回避について，費用化によるリ|当i金として一般的危
険,特殊な危険（保証ﾘ|当金)，滞貨引当金，設備維持のためのり|当金等を説き，
また資産の過小評価による秘密積立金を説いている'7)。古典`思想の保守主義の
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堅持に対して，今'三|発生主義の評価が進行している。特に発生主義の包括利益
は収支的な会計利益と111入れないものである。もし収支的貸借対照表に反'１りし
させるならば資産を売却して利益を実現させることである。利益は意見，
キャッシュは事実と言われている。これからの財務諸表は会計フローとして，
キャッシュフロー計算書と損益計算書，ストックとしての貸借対照表を開示す
る。今'三|，包括利益計算書の開示が進行しているが，これは本稿の３基本Ⅱｲ務
諸表とは別領域として作成すべきものである。スティクホルダの一部は損益計一
算害と包括利益計算書の利益の合算を望んでいるかもしれないがこの方法は
シュマーレンバッハの危'具が顕在化してしまうのである。包括利益計算書は会
計利益の外枠で表示するとともに次期に行う予定のリストラコスト，会社lﾉﾘ
外で発生した品質コスト等の包括費用も表示し包括損祐計算書とすべきもの
である'８１。
今後ｍ会計は多元的となり１会計期間のキャッシュフロー計算書と損益計算
書とｌ会計期間を連結する貸借対llH表と超期間の発上'三主義による包括損益計算
書との開示をすることになるであろう。
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